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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
最
優
先
し
、
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
の
推
進
を
断
念
す
る
べ
き
こ
と

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
最
優
先
し
、
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
の
推
進
を
断
念
す
る
べ
き

こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
は
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
議
事
運
営
規
程
（
令
和
二
年
一
月
十
日
カ
ジ
ノ
管
理
委

員
会
決
定
）
に
基
づ
き
、
会
議
の
審
議
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
会
議
の
日
時
、
会
議
の
場
所
、
会
議
の
出
席
者
、
会

議
の
概
要
を
記
載
し
た
議
事
録
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
御
指
摘
の
「
公
表
さ
れ
て
い
る
議
事
要
旨
」
は
、

当
該
議
事
録
と
は
別
に
、
会
議
の
開
催
状
況
を
適
時
に
明
ら
か
に
す
る
観
点
か
ら
、
会
議
開
催
後
速
や
か
に
作
成
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
は
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
が
、
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年

法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
行
政
機
関
と
し
て
、
法
に
規
定

さ
れ
た
事
務
を
適
切
に
処
理
す
る
上
で
必
要
と
な
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
各
国
の
カ
ジ
ノ
施
設
の
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
報
道
等
を
通
じ
て
適
切
に
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
が
、
法
第
二
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
行
政
機
関
と
し
て
、
法
に

規
定
さ
れ
た
事
務
を
適
切
に
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
不

要
不
急
の
予
算
」
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

五
、
六
及
び
八
に
つ
い
て 

 
 

令
和
三
年
一
月
四
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
日
ま
で
と
し
て
い
る
法
第
九
条
第
十
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
の
案
に
つ
い
て

は
、
観
光
庁
が
令
和
元
年
九
月
に
実
施
し
た
「
区
域
整
備
計
画
の
認
定
申
請
に
係
る
意
向
調
査
」
に
お
い
て
「
区
域
整
備
計

画
の
認
定
申
請
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
、
又
は
検
討
し
て
い
る
。
」
と
回
答
し
た
都
道
府
県
等
（
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
都
道
府
県
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
上
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
等
か
ら
当
該
期
間
の
案
を
変
更
し
て
欲
し
い
旨
の
要
望
は
受
け
て
い
な
い
こ
と
は
先
の
答
弁
書

（
令
和
二
年
四
月
十
七
日
内
閣
衆
質
二
〇
一
第
一
六
二
号
）
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て



 

３ 

 

は
、
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
等
の
準
備
状
況
や
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
日
本
に
お
け
る
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
困
難
さ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
法
第
九
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
域
整
備
計
画
の
認
定
の
審
査
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

設
置
運
営
事
業
等
（
法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
設
置
運
営
事
業
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
安
定
的

な
経
営
が
可
能
で
あ
り
、
業
績
が
下
振
れ
し
た
場
合
に
も
適
切
に
対
応
し
、
長
期
的
に
設
置
運
営
事
業
等
を
継
続
で
き
る
こ

と
等
に
つ
い
て
、
厳
正
に
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

我
が
国
に
お
け
る
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
整
備
は
、
我
が
国
に
お
け
る
国
際
会
議
等
の
開
催
を
増
加
さ
せ
、
国
際
会
議
等
に
伴
う
観
光
そ
の
他
の
交
流
の

機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
か
ら
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
複
合
観
光
施
設
及
び
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
に
お
け
る
安

全
の
確
保
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
当
該
基
本
方
針
に
感
染
症
対
策
を
含
め
た
安
全
の
確
保



 

４ 

 

に
つ
い
て
の
事
項
を
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
収
束
し
、
国
民
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
た
後
に
は
、
反
転
攻
勢
し
、
官
民
を
挙
げ
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
復
活
へ
の
取
組
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 


